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山之上 卓†,a) 
 

Experimental Implementation of an IoT System which Enables 
Settings and I/O of I2C Devices at Edge Side Terminals 

using a Wiki Page on the Internet 
 
 

インターネット上のWikiとLANに接続されたBot群によ

って構成されたIoTシステムを開発中である. このBot群は

Wikiに書かれたプログラムやコマンドで制御される. 今

回, Raspberry Pi にI2Cデバイスを接続したBotにおいて, 

Wikiに書かれたプログラムによりそのI2Cデバイスの設定

と入出力を行うことができるよう, このシステムを拡張し

た. このことにより, このBotを一度このIoTシステムに参

加させると, インターネット上のWikiページを書き換える

ことにより, その設定を行ったり, Wikiページ上でI2Cデ

バイスの入出力を行ったりすることが可能になる. 例とし

て, 一つのBot(Bot-1)がI2C光センサの値を読み取って

Wikiページに書き込み, もう一つのBot(Bot-2)が, その

Wikiページに書かれた光センサの値を読み取り, その値に

よりサーボモータを動作させるシステムを試作した(図1). 

図2 に図1のBot-1(光センサ側Bot)の配線図を示す. 図

3にBot-1の設定とBot-1が獲得した照度が書き込まれた

Wikiページの一部を示す. ここで, 

    ex(“pi4j”, “i2c …”) 
により Raspberry Pi に接続されたI2Cデバイスが操作さ

れることを示す. 最後の行の  

     v=34 

が光センサによって得られた照度の値を示す. 

 

図 1. Bot-1(左)と Bot-2(右) 

 

 

 

Bot-2(サーボモータ側 Bot)では, 得られた照度を図 3 の

Wiki ページから読み取り, サーボモータを制御する. 

 

図 2. Bot-1 の配線 

 

 

図 3. Bot-1 を制御し照度を表示する Wiki ページ 
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